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背景・目的

1989年 と1990年 山口県農業試験場内固場で、イタリアンライグラスの葉身および葉鞘に冬から

春にかけて不整形の病斑を生じ、激発した株では下葉から枯れ上がる未知の病害の発生が確認さ

れた。本病の病原の分離、同定、ならびにイタリアンライグラス市販品種の本病に対する抵抗性

の検定を行った。

成果の内容

イタリアンライグラスに発生した新病害の病原菌を2核Pttzο cιοtta AG― D(θ eFaι ObaS燿 1‐″m

grattneu鵬 )と同定し、病名をイタリアンライグラス株腐病とした。本病に対してイタリアンライ

グラス市販品種の多〈は罹病性と考えられる。

(1)本病は冬から春にかけて地際部葉鞘及び葉身に発生する。罹病株は生育が悪く、日中、葉が

巻き水分欠乏の症状を呈するものがみられ、国場で赤っばく見える特徴がある。病斑はイネ紋

枯病に似た不整形で自色の菌糸に覆われる。また葉鞘を剥ぐと茎にも病斑が観察され、茎の内

部にも菌糸が観察ざれる。やがて病斑上に自色から灰自色の l mm程度の不整形な菌核が形成

され、成熟すると茶褐色から暗褐色となる。症状が進むと植物は株腐症状を呈する (図 1)。

(2)ガャが任煎汁培地(PDA)上 の菌叢は自色から褐色で、菌糸塊、不整形の l mm程度の菌核を形

成する。菌糸の伸長速度は、20°C、 24時間で10～ 20mm程度.素寒天培地(WA)上の若い菌糸は、
先端の隔膜近くで分岐、分岐後隔膜を形成、分岐点でくびれ、かすがい連絡を有しない。主軸

の菌糸幅は、2.5～ 5.Oμ m(平均4.Oμ m)。 菌糸の細胞核数は 2であった (表 1)。 本菌は、2

核Pお zο cιοtta AG― Dと 菌糸融合をした (表 2)。 また材ムギ株腐病菌の 3菌株と菌糸融合をし

た。以上の形態から本病原菌を2核Rttzο cιοtta AG― D(θθraι οbasだゴυm grattβ eυ鑽)と 同

定した。

(3)本病菌によるイタリアンライグラスの病害は我国では未記載であり、病名を株腐病 (Foot

rot)と した。

(4)分離菌は供試した21種の品種すべてに病原性を示した。供試したイタリアンライグラス市販

種はすべて本病原菌に対して罹病性であった (表 3)。

活用面と留意点

(1)現在のところ山口県の一部で発生が確認されているだけであるが、市販種の多くが罹病性と

考えられるので、発生が拡大すれば要注意病害となる。

(2)他地域での発生に注意していく必要がある。

研究課題と発表論文

牧草及び飼料作物病害の防除に関する研究

イタリアンライグラスの株腐病 (新称)について (指定試験)、 平成 2年。
井上興・中田栄一郎・角田佳則・杉山正樹(1990年 ):イ タリアンライグラスに発生した株腐病

(新称)について。日本植物病理学報 第57巻 第 1号 :103.
(井上興・中田栄一郎・角田佳則・杉山正樹)
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表 1.イタリアンライグラスからの分離菌の特徴

菌糸の伸長

速度

PDA上の
菌叢

WA上の若
い菌糸

10mm～ 20mm/24時間
(PDA.20°C)

白色～褐色

菌糸塊,不整形の l mm程度
程度の菌核を形成

先端の隔膜近くから分岐

分岐後隔膜を形成

分岐点でのくびれ

かすがい連結なし

菌系幅 4.Oμ m(2.5～ 5.Oμ m)

細胞核数 2
図1.イタリアンライク・ス株腐病の病徴

表 2.イタリアンライグラスからの分離菌とσeraιοba劇ね″,Tヵ anaιθρヵorus,
との菌糸融合

菌糸融合群と分離菌
イタリアンライグラスからの分離菌

Y-89 Y-90

2核 ρねfzο ctο r2ra(θ eraι οbasfdゴ υ膚)
AG― Q   (Ogosi et aム )
AG一 D   (  〃   )

一 *

+

Pね」zο ctοniasofani(rヵ anaιθρヵorus)
AG-1-lA CSA (OgOsi θι al.)
AG-1-lB shiba2( 〃   )
AG-2-2Ⅲ BCl16( 〃   )
AG-2-2Ⅳ  R164(  〃   )

*+菌糸融合.― 菌糸融合しない。

表 3.株腐病菌 (Y-89、 Y-90)に 対するイタリアンライク・ラス市販品種の抵抗性

晶 種 名
発病指数 * 発病指数*

Y-89 Y-90

発病指数 *

Y-89 Y-90
品 種 名

ナスヒカリ

はやどり

ヒタチアオハ
゛

フタハル

マンモスB

ミナミアオハ
゛

ミナミワセ

品 種 名Y-89 Y-90

エ  ー  ス   80.0

ク
゛
リーンファースト 57.5
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゛
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75.0

75。0

72.5

67.5

52.5

57.5

62.5

72.5

67.5

62.5
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注 ) *発病指数は、((1/3以下の葉が枯れた株数 Xl)十 (1/3～ 1/2以下×2)+(1/2～ 2/3以下×3)
+(2/3以上 X4))/(調査株数×4)X100に より算出した。
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